
基本方針

目 標

後志地域公共交通計画推進管理状況（概要）

方針：１ 地域住民や来訪者の広域移動を支える広域交通の維持・確保

① 中心都市間をつなぐ広域交通ネットワークの確保 ② 中心都市と周辺町村をつなぐ広域交通ネットワークの確保

③ 公共交通の担い手確保による路線の維持

■ 広域交通ネットワークの役割や確保方針の共通認識を設定

・ 北海道後志地域公共交通計画の事業（評価指標）進捗管理を行い、管内
の持続可能な公共交通のあり方について、取組等の共有を図った。

・ 北海道新幹線並行在来線対策協議会後志ブロック会議や検討会等の場
における議論を踏まえながら、並行在来線（小樽～長万部）のバス転換
に係る、持続可能な公共交通のあり方について協議を進めた。

■ 広域交通の確保に向け、実態に即した検討を行う

■ バス運転手の確保に向けた広報やイベントの実施

■ 引き続き、北海道後志地域公共交通計画の事業（評価指標）進
捗管理を行い、今後の取組を検討する。

■ 地域公共交通維持のためのバス・タクシー運転手確保施策を実
施する。（関東・関西圏の移住・転職フェア出展、動画によるバス運転手の
魅力発信等）

■ バス・タクシー等運転手の人材確保のため、道や事業者による就職
活動イベントや職場体験会の開催を検討する。

・ 後志地域生活交通確保対策協議会や北海道後志地域公共交通活性化
協議会等において、路線ごとの利用実態に即した交通体系の構築に向け、
運行形態の見直し等の検討を行った。

Ｒ６年度の主な取組（成果）

・ 各事業者による求人、職場体験会の開催や、道による職業相談会の実
施、それらの道及び市町村による周知協力、動画によるバス運転手の
魅力発信等を実施。

・ バスドライバーの高齢化が進み、若年層の
確保が急務であることから、北海道
バス協会作成の「バス運転手キャリアパス
ガイド」を高校生向けの就職相談会イベント
で配布する等、PRを強化した。

Ｒ７年度の主な取組

■後志地域生活交通確保対策協議会や北海道後志地域公共交通
活性化協議会等において、エリア・路線ごとの協議を行う。

資料２-1

※表は、令和6年第１回後志地域公共交通活性化協議会総会資料の再掲

評価指標（KPI） R3基準値 R4実績値 R５実績値 R8目標値

広域交通の日あたりの平日運行便数 236便/日 2３２便/日 2１５便/日 236便/日

公的資金が投入されている広域交通の収支率（補助金適用前） 37.2％ 36.0％ 38.0％ 37.2%

後志地域の路線バスのドライバー数 293人 292人 264人 293人

・ 地域のバスドライバー志望者自体が少数である
ことが課題。関東や関西等で開催される各種
フェアへの出展や各種イベントでの幅広い
広報活動を実施し、管外・道外からの移住
希望者や、女性等の潜在的な人材へのアプロー
チを行った。
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基本方針

目 標

後志地域公共交通計画推進管理状況（概要）

方針：２ 市町村内の生活圏交通と幹線・広域交通の接続性向上、交通拠点の機能強化

④ 幹線交通・広域交通・生活圏交通の接続の円滑化

■ 乗換環境及び各交通間の接続性・利便性の向上

■ 公共交通空白地域対策

■ 実情やニーズに応じて、幹線交通と広域・生活圏交通の乗換
拠点への機能集約等により、拠点機能を強化することで、利
用者の利便性・快適性の向上を図る

・ 小樽築港駅での鉄道・バス乗継環境改善のため、 駅周辺の
バス停の増設を実施【小樽市】

・ 並行在来線のバス転換に備え、JR余市駅周辺のバス停集約等、
駅前の再編を検討するため、交通事業者や道路管理者、警察
にヒアリングを実施【余市町】

・ 「むらバス」の病院と生活圏の実証運行【赤井川村】

・利用状況調査、住民懇談会の結果より、R5.4ダイヤ改正及び
交通安全確保のためバス停の移設を実施【赤井川村】

・他公共交通との接続向上のためダイヤ改正【赤井川村】

Ｒ６年度の主な取組（成果）

Ｒ７年度の主な取組 ■ 各市町村単独計画に基づく乗換環境向上や公共交通空白地
域対策等、生活圏交通の利便性向上や確保に向けた取組
（住民との意見交換会、各町村のデマンドバス運行に
係る実証運行、域内交通のダイヤ改正等）

※表は、令和6年第１回後志地域公共交通活性化協議会総会資料の再掲

評価指標（KPI） R3基準値 R4実績値 R５実績値 R8目標値

乗換環境向上のための運行見直し・拠点整備の実施件数 ー 0件 1件 10件/5年

広域交通の利用者数（通常期平日） 3,700人/日 4,687人/日 4,201人/日 3,700人/日

関係機関による地域住民・来訪者の公共交通利用促進策の実施件数 ー 3件 ３件 10件/5年

・ 前年度に引き続き、デマンドバスの実証運行を実施【倶知安町】

・ 生活圏交通から幹線交通等への乗継環境や

生活圏交通の見直しについて、伴走型の支援を実施【国】

・ 前年度に引き続き、デマンドバスの本運行を実施。

利用促進を図るための利便性の向上を検討【古平町】

・ デマンドバスの実証運行の実施【共和町】

■新幹線駅を活用したまちづくり４駅合同会議

・ 地域公共交通の機能強化等に向けた市町村単独計画の策定【蘭越町】

・ 北海道中央バスが運行していたバスの代替路線として、
積丹線と接続する、町内路線しゃこバスの運行継続【積丹町】
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基本方針

目 標

後志地域公共交通計画推進管理状況（概要）

方針：３ 公共交通の利用促進・持続性の確保

⑤ 公共交通の利便性向上と理解醸成による利用促進 ⑥ 観光資源や大規模イベント等を活かした利用促進

■ 公共交通利用促進のための広報活動

・ 前年度に引き続き、バス利用促進のためのPR動画を作成し、
YouTube等にて発信【小樽市】

■ 観光誘客と公共交通利用促進が一体となった取組

■ 公共交通利用に対する意識醸成の機会の創出
Ｒ６年度の主な取組（成果）

Ｒ７年度の主な取組

■ 企画乗車券等のキャンペーン（各交通事業者）、地域の観光資
源やイベントと連携した観光誘客と公共交通利用促進の取組
（各市町村）、公共交通の利用促進イベント（北海道）等を実施
予定

■ 各市町村において、公共交通マップ・総合時刻表の作成、高齢
者等へのバス無料乗車券やタクシー助成券の交付、バス事業
者と連携した「バス乗り方教室」を実施

■ バスの利用促進等を目的としたPR動画を作成し、YouTube等
のSNSにて発信

※表は、令和6年第１回後志地域公共交通活性化協議会総会資料の再掲

評価指標（KPI） R3基準値 R4実績値 R５実績値 R8目標値

乗換環境向上のための運行見直し・拠点整備の実施件数 ー 0件 1件 10件/5年

関係機関による地域住民・来訪者の公共交通利用促進策の実施件数 ー 3件 ３件 10件/5年

・ 「バス乗り方教室」の検討・実施【小樽市】

・ 自治体の主催するバス乗り方教室への協力
【バス事業者】

・ デマンドバスに関するニーズ把握のための
意見交換【共和町】

・ バスマップの作成配布【赤井川村】

・ 住民や学生を対象としたワークショップの開催【蘭越町】
・ ワークショップ、「むらバス」に乗るバスツアー等を実施【赤井川村】
・ 高齢者へのバス等助成支援【共和町・喜茂別町・積丹町】

・ ・神恵内線代替交通「しおかぜライン」における交通決済及びバスロケー
ションシステムの導入、GTFSデータの公開【岩宇４町村（共和町・岩内町・
泊村・神恵内村）】

・ 観光地を舞台にしたバス利用PR動画の作成【小樽市】
・ バス一日乗車券を利用した利用促進策の実施【小樽市】
・ モビリティを活用したレンタサイクル村内周遊促進の実証【赤井川村】
・ 特急ニセコ号の運行（沿線高校生による観光ガイドや特産品販売等を行
う「ニセコトレインマルシェ」を開催、おトクなきっぷを設定）【JR北海道】
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